
学
力
の
現
状

　

児
童
生
徒
の
学
力
の
状
況
に
つ
い
て
、
今
年

行
わ
れ
た
３
つ
の
学
力
調
査
か
ら
、
小
学
６
年

生
・
中
学
３
年
生
の
結
果
を
基
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

①
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査〔
Ｈ
26
・
1
〕

　

右
の
グ
ラ
フ
は
、
今
年
１
月
に
実
施
し
た
鹿

児
島
学
習
定
着
度
調
査
の
結
果
で
す
。
こ
の
調

査
は
、
小
学
５
年
生
、
中
学
１
・
２
年
生
が
対

象
で
す
。

　

小
学
５
年
生（
現
在
小
学
６
年
生
）は
、
３
つ

の
教
科（
社
会
・
算
数
・
理
科
）で
県
平
均
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
２
年
生（
現
在
中
学
３
年
生
）は
、
国
語

で
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

の
４
つ
の
教
科
で
県
平
均
を
い
く
ら
か
下
回
っ

て
お
り
、
学
力
の
定
着
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

②
標
準
学
力
検
査〔
Ｈ
26
・
４
〕

　

右
の
グ
ラ
フ
は
、
４
月
に
実
施
し
た
標
準
学

力
検
査（
教
研
式
）の
結
果
で
す
。

　

標
準
学
力
検
査
は
、
小
学
１
年
生
を
除
く
全

て
の
児
童
生
徒
が
対
象
で
、
学
力
の
水
準
を
、

全
国
標
準
と
比
較
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
縦
軸
は
学
力
偏
差
値
で
、
全
国
平
均
は

50
と
な
り
ま
す
）

　

小
学
６
年
生
は
、
４
教
科
全
て
に
お
い
て
全

国
平
均
偏
差
値
50
に
届
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

①
の
調
査
結
果
と
同
様
、
概
ね
満
足
で
き
る
学

力
が
つ
い
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

中
学
３
年
生
は
、
僅
か
な
差
で
は
あ
り
ま
す

が
、
全
て
の
教
科
に
お
い
て
全
国
平
均
偏
差
値

50
に
届
い
て
お
ら
ず
、
①
の
調
査
結
果
と
同
様
、

中
学
校
の
学
力
向
上
が
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

③
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査〔
Ｈ
26
・
４
〕

　

右
の
グ
ラ
フ
は
、
４
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
で
す
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
小
学
６
年

生
・
中
学
３
年
生
が
対
象
で
、
国
語
・
算
数
／

数
学
の
２
教
科
で
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
問

題（
主
と
し
て
知
識
）・
Ｂ
問
題（
主
と
し
て
活

用
）に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

小
学
６
年
生
は
、
国
語
・
算
数
と
も
に
県
・

全
国
よ
り
下
回
り
、
中
学
３
年
生
は
、
数
学
に

お
い
て
Ａ
・
Ｂ
と
も
に
県
平
均
を
上
回
り
ま
し

た
。

　

Ａ
問
題
と
Ｂ
問
題
で
比
較
し
て
見
る
と
、
基

礎
的
・
基
本
的
な
内
容
の
知
識
・
理
解（
Ａ
問
題
）

は
概
ね
満
足
で
き
る
と
し
て
も
、
小
・
中
学
校

と
も
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
や
日
常
の
場
面

に
活
用
す
る
力（
Ｂ
問
題
）に
つ
い
て
は
課
題
が

あ
り
、
Ｂ
問
題
を
解
く
た
め
に
必
要
な
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
な
ど
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど
は
、
問
題

解
決
能
力
の
中
核
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
激
し
く
な
る
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
な
力
で
す
。

　

教
師
が
、
児
童
生
徒
に
一
方
的
に
教
え
込
む

よ
う
な
授
業
で
は
、
決
し
て
身
に
つ
け
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
課
題
に
主
体
的
に
関
わ

り
、
友
達
と
話
し
合
う
中
で
、
自
分
の
考
え
や

意
見
を
互
い
に
高
め
合
い
、
磨
き
合
う
授
業
で

こ
そ
育
ま
れ
る
力
で
す
。

　

学
校
で
は
、
各
教
科
に
お
い
て
、
児
童
生
徒

が
主
体
的
に
学
ぶ
問
題
解
決
的
な
学
習
を
展
開

す
る
中
で
、
教
師
が
話
す
時
間
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
し
、
児
童
生
徒
に
十
分
考
え
さ
せ
、
話

し
合
わ
せ
発
表
さ
せ
た
り
、
自
分
の
考
え
を
分

か
り
や
す
く
書
い
た
り
す
る
と
い
っ
た
言
語
活

動
を
、
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

以
上
、
３
つ
の
学
力
調
査
の
結
果
か
ら
本
市

の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
①
②
の
結

果
と
③
の
結
果
で
は
、
小
学
校
と
中
学
校
の
学

力
の
様
子
が
や
や
異
な
っ
た
結
果
と
し
て
表
れ

て
い
る
こ
と
に
お
気
付
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

小
学
６
年
生
の
算
数
の
学
力
に
つ
い
て
は
、

①
②
で
は
、
県
や
全
国
よ
り
も
高
い
結
果
が
出

て
い
ま
す
が
、
③
で
は
、
県
や
全
国
よ
り
も
低

い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
中
学
３
年
生
の
数
学

に
お
い
て
も
、
①
②
と
③
で
は
、
県
と
の
比
較

に
お
い
て
逆
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
小
学
６
年
生
・
中
学

３
年
生
と
い
う
同
じ
子
ど
も
で
は
あ
り
ま
す
が
、

調
査
の
種
類
や
内
容
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
た
結
果
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

学
力
は
、
や
は
り
複
眼
的
な
見
方
が
必
要
で

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査
結
果
を
総
合
的
に
分

析
し
、
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
言
え
そ

う
で
す
。

学
力
向
上
の
た
め
に

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
分
析
で

は
、｢

ク
ロ
ス
集
計｣

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ク
ロ

ス
集
計
と
は
、
調
査
さ
れ
た
国
語
・
算
数
／
数

学
の
学
力（
平
均
正
答
率
）と
、
児
童
生
徒
の
質

問
紙
に
よ
る
学
校
や
家
庭
で
の
生
活
習
慣
・
学

習
環
境
な
ど
の
回
答
内
容
と
を
重
ね
て
分
析
し

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
ク
ロ
ス
集
計
の
結
果
か
ら
、
学
力
向
上

と
生
活
習
慣
・
学
習
環
境
な
ど
と
の
関
連
性
が

見
え
て
き
ま
す
。

朝
食
と
学
力
の
関
係

　

朝
食
と
学
力
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
相
関

関
係
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

市
の
分
析
結
果
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
習
慣
の
あ
る
生
徒

が
、
学
力
が
高
い
傾
向
に
あ
る
」と
い
う
よ
う

に
、
こ
う
し
た
学
力
と
生
活
習
慣
の
相
関
関
係

は
、早
寝
・
早
起
き
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
関
係

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
通
話
や

メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の｢

一
日
当
た
り

の
使
用
時
間｣

に
つ
い
て
も
、
学
力
に
及
ぼ
す

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

も
全
国
と
同
様
、
一
日
当
た
り
の
使
用
時
間
が

長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
正
答
率
が
下
が
っ
て

い
く
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

自
分
の
よ
さ
に
気
付
く
こ
と
も
大
切

　

自
分
の
よ
さ
に
気
付
く
こ
と（
自
己
肯
定
感
）

も
、
学
力
向
上
に
よ
い
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、｢

自
分

に
は
、
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る｣

と
思
っ
て
い
る

児
童
生
徒
の
方
が
、
学
力
が
高
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

笑
顔
で
、
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
、
人
と
の
関
係
を
大
切
に
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
家
庭
で
の
手

伝
い
に
つ
い
て
も
、
家
で
何
ら
か
の
役
割
を
与

え
ら
れ
、
そ
れ
を
責
任
を
も
っ
て
や
り
遂
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
家
族
か
ら
喜
ば
れ
、
認
め
ら

れ
る
と
い
う
経
験
は
、
自
分
の
存
在
価
値
や
、

自
分
の
よ
さ
に
気
付
く
よ
い
き
っ
か
け
と
な
り

ま
す
。
あ
い
さ
つ
や
手
伝
い
も
、
自
己
肯
定
感

を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

望
ま
し
い
学
習
・
生
活
習
慣
づ
く
り
を

　

８
月
22
日
に
、｢
薩
摩
川
内
市
小
中
一
貫
教

育
研
究
会｣

を
開
催
し
、
文
部
科
学
省
国
立
教

育
政
策
研
究
所
の
樺
山
敏
郎
学
力
調
査
官
か
ら

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

「
学
力
が
高
い
傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒
の
姿
」が

次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
望
ま
し
い
習
慣
を
、
家
庭
で
も
ぜ

ひ
話
題
に
し
、｢

わ
が
家
な
り
の
学
習
・
生
活

習
慣
づ
く
り｣

を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。
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小学５年生（現在小学６年生）

（正答率）

（偏差値）

（正答率）

中学２年生（現在中学３年生）

小学６年生

中学３年生

小学６年生

「朝食」と学力との関係
（本市中学3年生のクロス集計より）

国語A 国語B

数学A 数学B

中学３年生

=市平均 =県平均（正答率）

＊左から順に 「毎日食べる」 「どちらかと言えば、食べる」
「どちらかと言えば、食べない」 「食べない」

（正答率）

「携帯・スマホ」と学力との関係
（本市中学3年生のクロス集計より）

＊左から順に 「持っていない」 「30 分未満」
「30 分以上 2時間未満」 「2時間以上」

=全国平均

国語

国語

国語

国語

国語A 国語B 算数A 算数B

国語A 国語B 数学A 数学B

社会

社会

算数 理科

理科

社会

社会 数学

数学

理科 英語

英語

算数 理科

学力が高い傾向にある児童生徒の姿

● 自分で計画を立て、家庭学習をする。（予習・復習）
● 読書が好きで、普段からよく本を読む。
● 家族とよく学校の出来事について話をする。
● 朝食を毎日食べる。
● 決まった時刻に寝る、起きる。（早寝・早起き）
● 新聞やテレビのニュースなどに関心がある。
● 物事を最後までやり遂げて、うれしかったことがある。
● 自分には、よいところがあると思っている。
● 学校のきまり・規則を守っている。

～
望
ま
し
い
学
習
・
生
活
習
慣
づ
く
り
を
～

本
市
の
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の
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況
に
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